
　（様式３） 事業所名　グループホームさど

目標達成計画 作成日：　平成　３０年　　３月　　１日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

○事業所と地域との付き合い。
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流を図れていない。

運営推進会議を活用し、ご利用者の施設での
様子を伝えたり、施設の取り組みを伝え、地域
の方にＧＨがどういう所か知ってもらう。
地域の行事に参加し、交流の場を設ける。

運営推進会議で話し合いを行う。地区の方から、
年間行事を教えてもらい、回覧板も回して頂ける
事となった。地域の一員として、行事に参加し、交
流を図る事から進めていきたい。

１２ヶ月

2 35

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身に付けると
ともに、地域との協力体制を築いている。

災害発生時のマニュアル見直しを行う。避難方
法を含め、具体的な訓練が行えるよう取り組
む。

今年度、水害の影響もあり、備蓄品の準備を行い
揃える事ができた。災害が起きた際、実際に対応
出来るようにマニュアルの見直しを行っていく。

１２ヶ月

3 49

○日常的な外出支援
一人ひとりにその日の希望にそって、戸外に出か
けられる様支援に努めているが、難しい所もある。
家族や地域との連携も薄い。

ご利用者一人ひとりの希望に応じ、出来る限り
タイムリーに支援に繋げていきたい。

ご利用者の希望を聞ける体制づくりを行う。
施設では、人手が無く難しくても、ご家族に協力を
お願いする等、協力体制を作りながら進めて行き
たい。

１２ヶ月

4 34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員が応急手当や初期対応の訓練を定期的に行え
ていない。

ＡＥＤ、連絡通報訓練は定期的に行えている。
応急手当、初期対応訓練を年間計画に取り入
れる。

平成30年度の年間研修計画の中に、急変時の初
期対応訓練も組み入れていく。

１２ヶ月

5 26

○チームで作る介護計画とモニタリング
職員間でカンファレンスを実施し、ご本人に確認し
ている。カンファレンスに家族やご本人が参加出
来ていなかった。

カンファレンスには、ご本人、家族に参加しても
らう形を作る。ご本人や家族の思いや意見を聞
けるカンファレンスにしていきたい。

一度に全員は難しいと思われるが、島内在住で、
時間の都合が合う方から、カンファレンスに参加し
て頂ける様声をかけていきたい。
今年度、1組実施する。

１２ヶ月
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